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໘ࢴͷ݄ࠓ お部屋に直接お伺いする治療院はご存知ですか？
《病院や治療院に通うのが困難な方 》のための治療院です。
お身体にお悩みのある方は、お気軽にご相談ください。

※お医者様の同意書があれば「健康保険証」が使えます。

࿅ɾ͸Γɾ͖܇ೳػ Ύ ɾ͏Ϛοαʔδ๚໰

●『体験治療』を受けて頂きながら、
　ご要望やご相談をお聞きしてい
　ます。まずは、 お電話にてお問
　い合わせください。
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しびれや痛み、
あきらめていませんか？

お部屋に直接お伺いする治療院はご存知ですか？
《病院や治療院に通うのが困難な方》のための治療院です。
お身体にお悩みのある方、まずは、お電話でご相談ください。
●『体験治療』を受けて頂きながら、ご要望や
　ご相談をお聞きしています。
まずは、お電話にてお問い合わせください。

※お医者様の同意書があれば
　「健康保険証」が使えます。

˞᭥ࢣپɾϚοαʔδूืࢣத��

˞᭥ࢣپɾϚοαʔδूืࢣத��

ແྉੵݟΓக͠· Ň͢

ࣗಈंอݟ ��ݥ௚ ·ͤ͠͠·ͤ͠ Μ͔ ࣗಈंอݟ ��ݥ௚ ·ͤ͠ Μ͔ 

͍Θ͖ࣗՈ༻ࣗಈंڠձ ὸ�������
ฏ ࣄ ຿ ॴ����������� ὸ�������
ܰࣗಈंࣄ຿ॴ�������ὸ�������

ʢҰࣾʣ͍ Θ 自͖Ո༻自動車ڠձ

業なのでࣄࡁڞ
ֻ͚ۚはׂ҆で !͢!

౦๺自動車ࡁڞ୅ཧॴ ͓໰͍߹Θ ɾ͓ͤ ਃࠐΈ

໰͍߹Θ͍͓ͤͩ͘͞ʹܰؾ͓

ຊ౰ʹඞཁͳิঈΛબͿ࣌୅ɻ
ɹɹ͔ͩΒࣗಈंࡁڞͰ͢ɻ

ֻ͍҆ۚ!
େきな҆৺!

����-�73-646

TEL25-0105ݹॻ Ѩ෢۾ॻ๪
平字五町目16-6

10:00～21:00（土日は13:00～）

ඒज़඼ݹॻɾϨίʔυɾݹ
ग़ுങऔり͍ͨし·͢!

͍Θ͖ࢢখౡொೋஸ໨���̑ �̝ ̍̌ ɿ̏ ʙ̌̍ ɿ̔̏̌
ὸ�6-�566� ˔೔ ɾ༵ࡇ೔（༧໿͕͋ΕばӦ͠ۀ·͢ʣ

Ӧ
ٳ

手
づ
く
り
惣
菜

オードブルおせち
ご予約承り中
�
���ԁʢ੫ࠐʣ

ˡ಺ڷ খౡόΠύε

ˣฏ੒ɾ
஍ஂ࣏໌���

͖ͤͷ
ϗʔル

ηϒϯ
ΠϨϒϯখౡ

ެຽؗ

খౡอҭԂ

ຯͷଂ₁ੴণੴࡐ
͍�͠�·�͞

͍Θ͖ࢢখ໊඿ࣈத̐ݪ ���
5&-（����ʣ�������

͓ υุクタʔͷళɾ͓ ุͷࠔΓࣄ相談͸

ISHIMASA

ɹݸॲ͔Β̍̓̏߸（̎̌̎̍೥݄̒ʣ͔Β
ըՈɾΠϥεトϨʔタʔۚᖒ༟͞ࢠΜ͕දࢴ
Λ୲౰͍ͯ͠·͢ɻ
ɹۚᖒ͞Μ͸͍Θ͖ࢢ໪དྷொग़਎Ͱɺஜ೾େ
ܳज़ઐ໳ֶ܈Λଔޙۀɺ෯͘޿૑׆࡞ಈʹऔ
Γ૊ΜͰ͓Γɺ͍Θ͖ࢢ΍౎಺ͳͲͰݸలΛ
։͍ͯ͠࠵·͢ɻಛʹۭͱ̎ӋͷௗΛϞνʔ
ϑͱ͠ɺฏ࿨΁ͷ͍ئͱѪͱ৘೤ΛࠐΊͨ࡞
඼͸ɺଟ͘ͷਓͷײڞΛಘ͍ͯ·͢ɻ
ɹͥͻදࢴ΍ɺ͚͢ΜͷΠンタϏϡʔ΁ͷײ
૝ͳͲΛ͓͍ͩͤ͘͞دɻ

˟̓̌̕ʵ̔̌̎ ɹ̒ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ
͍Θ͖ࢢฏࣈখଠ࿠ொ̎ʵ̓�͍Θ͖Ϗϧ̍֊

͍Θ͖ຽใࣾʮݸॲかΒʯฤूࣨ
ϝʔϧ͸ BEW!JXBLJ�NJOQP�DP�KQ まͰ

ਓͷຒ૴ʢ150۠ըʣݸ˔
˔߹૴ʢ2
000பʣ

いわき市平中山字宮下81番地  https://佐麻久嶺神社.jp
TEL0246-28-4158（携帯090-6688-1178） FAX0246-28-0555
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※一部配達できない地域がございますのでご了承下さい。
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※一部配達できない地域がございますのでご了承下さい。
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個処から編集室では、イベント情報
（展示会、コンサートなど）の掲載希望者を
募集しています（有料）。
詳しい問い合わせは同編集室＝
　　　　 電話0246（23）1666＝まで。
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→11/22
岩渕吉明 油彩画展

　アパレル会社勤務の経験を生かした色使い、
テキスタイルをイメージした、岩渕さんの初め
ての個展。10:30 ～ 16:30（最終日 14:00）。

ギャラリー木もれび

ೖ場ແྉ
090-4633-9327　

いわき市好間町榊小屋字中平65-9

アートスペース泉 いわき市泉町 2-12-7

　桃花瓷、瑠璃青瓷、月白釣窯、粉紅瓷など多彩で美しい青磁をつ
くる木村さんの個展。10:30 ～ 17:00 木曜休廊

青瓷・桃花瓷
木村展之 作陶展

ೖ場ແྉ
0246-56-9101 →11/23

→12/3
桃青会絵画展

　コロナ禍の気持ちを少しでも明るく元気にな
るよう、女性ならではの作品展です。8:00 ～
19:00。休店は毎週日・月曜。

画廊喫茶モナミ

ೖ場ແྉ
0246-62-2327 

いわき市錦町上中田 36

鹿島ショッピングセンター「エブリア」 いわき市鹿島町米田日渡５

　本紙表紙も手がける金澤裕子さんによる２０２２年カレンダー原
画展。10:00 ～ 20:00。17 日は休業日。最終日は 17:00 まで。

Ｐｒａｙｅｒ
ೖ場ແྉ
0246-46-0100 →11/28

→12/19
サーリネンとフィンランドの美しい建築

フィンランドのモダニズムの原点を築いたエリ
エル・サーリネンの作品を展示。9:30 ～ 17:00
（最終受付 16:30）。月曜休館。

いわき市立美術館

Ұൠ ̎ ̎̌ ԁ
0246-25-1111 

いわき市平字堂根町 4-4

いわき市立美術館 いわき市平字堂根町 4-4

　市立美術館ゆかりの企画展として、西成田さんの多彩な立体作品
が並ぶ。9:30 ～ 17:00（最終受付 16:30）。月曜休館。

ニュー・アートシーン・イン・いわき 

西成田洋子 ―記憶の森―
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11/20→2/15
大須賀筠軒とその時

　書画や漢詩で知られる大須賀の業績や、いわ
きの漢学者たちを紹介。9:00 ～ 17:00（最終受付
16:30）。休館は 12/15 日 ,1/1,19。

いわき市勿来関文学歴史館

Ұൠ ̏ ̏̌ ԁ
0246-65-6166

いわき市勿来町関田長沢 6-1

陶芸村うえのはら いわき市好間町上好間字上野原86

　益子焼、笠間焼を中心に全国各地の陶芸産地の逸品を展示、販売。
アジアン衣料も同時販売中。火、水曜定休。

常設展示・販売
ೖ場ແྉ
0246-36-800111/22→

11/24→11/29
十五代 沈壽官展

400 有余年の歴史をもつ沈壽官家の十五代の
薩摩焼の作品を展示する。秘伝の透かし彫りや
白薩摩、黒薩摩など気品漂う逸品を紹介する。

　　
ビュープラザ郡山1階（主催：小野美術）

ೖ場ແྉ
0246-35-0383

郡山市中町 3-1

ギャラリーいわき いわき市泉ケ丘 2-12-1

　有機的フォルムに印花文を象嵌し、炭化焼成されて生まれ来る
作陶展。作家来廊日 11/27,28,12/4,5。11:00 ～ 19:00。水曜定休。

渡辺安里 作陶展
ೖ場ແྉ
0246-56-0264 11/27→12/5

アートスペース泉 いわき市泉町 2-12-7

　今展は『ぬっぺ会』の皆さんと祝いの器や酒器などを。どうぞ会
津の伝統をお楽しみください。10:30 ～ 17:00 木曜休廊

ೖ場ແྉ
0246-56-910111/27→12/23

漆工芸 坂内憲勝・石本公雄・『ぬっぺ会』展
福田道子・轟真珠・西牧富美子

12/4→1/8
大内重子 絵画展 

　庭に咲く花、果実、そして愛着のある器物な
どを、新しい思い入れで描きました。8:00 ～
19:00。休店は毎週日・月曜、元日。

画廊喫茶モナミ

ೖ場ແྉ
0246-62-2327

いわき市錦町上中田 36

いわき市文化センター いわき市平堂根町 1-4

　 「明日への希望」をスローガンに、新世紀美術協会福島支部の小
品展を開催します。10:00 ～ 16:00（最終日 15:00）。 

新世紀福島支部 小品展
ೖ場ແྉ
0246-31-0023

（事຿ہ）12/12→12/7

小野美術 いわき市平字中町２２-２

　ふんわりした手触りで温かい、ペルーアルパカの毛を使ったセー
ターやカーディガン、ベスト、マフラーなどを特価で販売する。

ペルーアルパカフェア
ೖ場ແྉ
0246-35-038312/9→12/20

ギャラリーいわき いわき市泉ケ丘 2-12-1

　中国出身の潘氏は日本の風景に感動を覚えて移住。北茨城にアト
リエを構える。会期中作家在廊。11:00 ～ 19:00。水曜定休。 

ೖ場ແྉ
0246-56-0264 12/11→12/20

水と岩
潘憲生 風景画展

小野美術 いわき市平字中町２２-２

　水差や茶碗、棗、茶入、香合、釜、軸など茶道具を特別価格で販
売する。時代物や千家十職、家元書付から現代作家物までそろえる。

年末茶の湯道具感謝大市
ೖ場ແྉ
0246-35-038312/23→12/27

いわき市文化センター いわき市平字堂根町 1-4

　いわき市民による いわき市民の為の書道展。12 月 26 日 13:00 か
ら次々世代オールスターが揮毫披露。10:00 ～ 17:00（最終日 15:00）。

第2回いわき市書道展（2021）
ೖ場ແྉ
0246-84-802112/24→12/26
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そ
な
我
の
歳

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
深
瀬
あ
け
み
・
67
歳
・
四
倉
）

柿
を
も
ぎ
落
す
根
元
に
子
等
の
声

「
子
孫
ら
の
喜
び
は
し
ゃ
ぐ
声
が
嬉
し
い
」

ハ
ン
ド
ル
を
握
れ
ば
妻
の「
気
を
つ
け
て
！
」

「
い
つ
も
な
が
ら
の
妻
の
気
づ
か
い
、
あ
り
が
た
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
日
和
田
剛
・
85
歳
・
四
倉
）

秋
便
り
実
落
ち
甘
柿
カ
ラ
ス
群

元
気
保
持
ム
カ
ゴ
ご
飯
に
秋
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
門
馬
ア
サ
子
・
70
歳
・
平
）

選
挙
で
は
落
と
す
な
力
は
民
の
声

相
手
へ
の
気
く
ば
り
あ
れ
ば
和
む
も
の

　
　
　
　
　
　
　  

（
平
間
勝
成
・
69
歳
・
南
相
馬
市
）

蜘
蛛
の
巣
を
払
い
落
し
て
大
掃
除

気
ば
か
り
で
体
の
方
が
追
い
付
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
西
尾
秀
子
・
80
歳
・
平
）

気
分
良
く
飲
め
る
日
は
い
つ
く
る
の

枯
葉
落
ち
間
も
な
く
冬
が
や
っ
て
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
プ
ー
マ
マ
・
72
歳
・
常
磐
）

潮
来
笠
歌
を
止
め
る
に
涙
落
ち

「
歌
手
橋
幸
夫
さ
ん
引
退
（
80
才
）
発
表
。
２
年
後
で
す
」

元
気
素
主
人
の
言
葉
「
帰
っ
た
よ
」

「
夕
方
か
ら
、私
元
気
に
な
る
」   

（
前
向
き
・
60
歳
・四
倉
）

落
と
し
物
持
ち
主
わ
か
り
ほ
っ
と
す
る

「
財
布
。
警
察
署
か
ら
知
ら
せ
あ
り
安
堵
し
ま
し
た
」

気
が
ぬ
け
ず
コ
ロ
ナ
去
る
ま
で
消
え
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
す
ず
や
・
81
歳
・
内
郷
）

落
ち
着
い
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
未
だ
マ
ス
ク

「
感
染
者
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
油
断
し
な
い
で
対
策
を
守

り
ま
す
」

解
除
さ
れ
我
慢
し
た
悔
元
気
で
る

「
感
染
対
策
守
り
、
友
と
再
会
し
た
い
で
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
木
田
ト
キ
・
82
歳
・
平
）

落
と
し
物
届
け
た
後
の
爽
快
さ

「
警
察
か
ら
の
持
ち
主
に
届
き
ま
し
た
よ
の
電
話
、
安
堵
爽

快
」

嫌
な
事
気
の
持
ち
よ
う
で
今
日
も
晴
れ

「
過
ぎ
た
こ
と
に
く
よ
く
よ
し
な
い
。
こ
れ
で
今
日
も
気
持

ち
よ
く
」
　
　  

　
　  

（
内
海
将
行
・
79
歳
・
小
名
浜
）

秋
肥
え
て
あ
わ
て
て
落
と
す
わ
が
体
重

コ
ロ
ナ
後
が
気
が
気
で
は
な
い
密
集
を

　
　
　
　
　
　  

（
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
・
67
歳
・
四
倉
）

曽
孫
生
ま
れ
落
と
す
心
配
あ
や
す
だ
け

気
に
し
て
も
天
候
自
分
で
変
え
ら
れ
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
美
紀
・
79
歳
・
内
郷
）

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
爺
婆
悠
々
と

「
コ
ロ
ナ
・
地
震
・
台
風
が
続
い
て
い
ま
す
、
慌
て
ず
ゆ
っ

く
り
終
活
し
て
い
ま
す
」

公
約
は
七
五
日
で
記
憶
消
え

「
バ
ラ
マ
キ
選
挙
で
し
た
、
期
待
為
て
い
ま
す
。
但
し
国
の

赤
字
は
困
り
ま
す
」  

　
　  

（
中
野
喜
久
・
88
歳
・
平
）

優
し
さ
に
落
ち
た
涙
を
そ
っ
と
拭
く

「
老
い
る
と
涙
も
ろ
く
な
る
ん
だ
な
あ
」

気
晴
ら
し
に
飲
ん
だ
つ
も
り
が
千
鳥
足

「
た
ま
に
は
気
晴
ら
し
に
一
杯
や
り
た
く
な
る
ん
だ
よ
な
あ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
賀
沢
金
一
・
86
歳
・
四
倉
）

騎
馬
戦
は
落
と
し
て
勝
つ
意
気
揚
々

「
80
年
前
、
小
学
校
運
動
会
の
思
ひ
出
」

敬
老
会
天
気
気
に
な
る
ぢ
ぢ
ば
ば
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
石
井
利
水
・
94
歳
・
勿
来
）

落
ち
穂
拾
い
今
昭
和
想
い
出
と
な
り

気
は
確
か
な
ぜ
か
真
直
ぐ
に
歩
け
な
い

「
運
動
は
し
て
い
る
が
中
々
筋
力
ば
付
か
ず
落
ち
る
方
が
勝

っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
エ
ジ
リ
ー
ン
・
88
歳
・
平
）

夕
暮
れ
に
散
歩
し
な
が
ら
影
落
と
す

「
夕
日
を
浴
び
な
が
ら
散
歩
し
て
い
る
と
、
自
分
の
姿
が
路

地
に
映
る
」

気
に
な
る
よ
コ
ロ
ナ
感
染
減
少
が

「
10
月
上
旬
よ
り
感
染
者
数
大
き
く
減
少
。
今
後
は
一
人
ひ

と
り
の
自
覚
と
責
任
、
節
度
あ
る
行
動
が
求
め
ら
れ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
金
成
照
雄
・
81
歳
・
好
間
）

ʲืɹूʳ編集室では、川柳を募集しています。お題は「盗む」「星」。お気軽に編集室まで（本紙７面参照）。※氏名（またはペンネーム）、住所、年齢も添えてください。12݄̔೔ʢඞணʣ。

今
月
の
お
題

「
落
と
す
」「
気
」

や

ひ
こ

と
お
い
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平
店
、
鹿
島
店
両
店
で
、
各
種
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ

の
予
約
を
受
け
付
け
て
い
る
。
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
「
生
ク
リ
ー
ム
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
を
は
じ
め
、

「
サ
ン
タ
と
く
る
み
の
生
チ
ョ
コ
ケ
ー
キ
」
「
エ
ト

ワ
ー
ル
シ
ョ
コ
ラ
」
な
ど
種
類
も
豊
富
。
お
早
め
に
。
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同
店
で
は
年
末
に
向
け
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
る
。
汚
れ
具
合
な
ど
で

追
加
料
金
は
取
ら
な
い
安
心
の
固
定
料
金
制
で
、
累

計
15
万
件
以
上
の
清
掃
実
績
で
培
っ
た
高
い
技
術
力

で
好
評
を
得
て
い
る
。
女
性
ス
タ
ッ
フ
も
い
る
。

෱ౡいわきళ๨
৽
೥
ձ
֤
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ϥ
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好
評
の
忘
新
年
会
向
け
の
「
特
選
プ
ラ
ン
」
は
５
０

０
０
円
（
税
別
）
か
ら
、
飲
み
放
題
は
１
２
５
０
円

（
同
）
か
ら
セ
ッ
ト
で
き
る
。
料
理
、
飲
み
放
題
と

も
内
容
に
よ
っ
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
で
き
る
。
人
数
、

料
金
、
日
程
等
、
各
種
要
望
に
も
応
じ
て
い
る
。

パレスいわや

ฏˠˡখ໊඿ χトϦ

μΠϢʔΤΠト ύϨε͍Θ΍

ࣛౡ֗ಓ

シ
ニ
ア
世
代
の
た
め
の

　
　
役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座ʕ
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役
立
つ
Ｓ
Ｎ
Ｓ
講
座

７
月
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

に
最
大
60
秒
ま
で
の
縦
型

の
動
画
を
投
稿
・
閲
覧
で

き
る
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

「
シ
ョ
ー
ト
動
画
機
能
」

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ
ア
プ
リ
画
面
下
部

の
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る「
シ

ョ
ー
ト
」と
い
う
ボ
タ
ン

か
ら
視
聴
で
き
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
動
画
の
投
稿

方
法
を
お
伝
え
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
場
合

①
通

常
の
手
順
で
動
画
を
投
稿

②
タ
イ
ト
ル
欄
に
動
画

の
タ
イ
ト
ル
を
入
力
し
、

半
角
ス
ペ
ー
ス
を
開
け
、

シ
ョ
ー
ト
動
画
と
し
て
認

識

さ

れ

る
「#Shorts

」

を
入
力
し
投
稿
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
場
合

①
ア

プ
リ
の
「
＋
」
ボ
タ
ン
↓

「
シ
ョ
ー
ト
動
画
を
作
成
」

を
タ
ッ
プ

②
15
秒
以
上

の
動
画
を
作
成
す
る
場

合
、
録
画
ボ
タ
ン
の
上
に

あ
る
「
15
」
を
タ

ッ
プ
し
て
「
60
」

に
変
更

③
撮
影

す
る
場
合
は
録
画

開
始
ボ
タ
ン
を
タ

ッ
プ
、
動
画
を
ア

ッ
プ
ロ
ー
ド
す
る

場
合
は
画
面
左
下

を
タ
ッ
プ
し
カ
メ

ラ
ロ
ー
ル
か
ら
動

画
を
選
択
し
追
加

を
タ
ッ
プ

④
編

集
が
完
了
し
た
ら
画
面
右

下
の
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
を

タ
ッ
プ

⑤
音
楽
や
テ
キ

ス
ト
な
ど
を
追
加
し
「
次

へ
」
を
タ
ッ
プ

⑥
タ
イ

ト
ル
や
公
開
範
囲
な
ど
を

設
定
し「
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
」

を
タ
ッ
プ
、
投
稿
と
な
り

୹͍ಈըΛࢹʹܰؾௌɺ౤ߘͰ͖Δ
ಈըʹ༷ʑͳޮՌΛ௥Ճ͢Δػೳ΋

【
講

師
】
久
野

雅
己

ま
す
。

撮
影
画
面
に
は
い
く
つ

か
の
ボ
タ
ン
が
あ
り
、
動

画
に
様
々
な
効
果
が
追
加

で
き
ま
す
。
サ
ウ
ン
ド
を

追
加
ボ
タ
ン
で
は
撮
影
時

に
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
流
す
、
切
り

替
え
ボ
タ
ン
で
は
自
撮
り

用
に
内
側
カ
メ
ラ
、
通
常

撮
影
用
に
外
側
カ
メ
ラ
の

切
り
替
え
、
速
度
ボ
タ
ン

で
は
動
画
の
再
生
速
度
を

変
化
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
他

に
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が

設
定
で
き
る
タ
イ
マ
ー
ボ

タ
ン
、
画
質
の
明
る
さ
や

白
黒
設
定
な
ど
が
で
き
る

フ
ィ
ル
タ
ボ
タ
ン
、
好
き

な
背
景
が
合
成
で
き
る
グ

リ
ー
ン
ス
ク
リ
ー
ン
ボ
タ

ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

数
十
秒
の
短
い
動
画
を

気
軽
に
視
聴
で
き
た
り
、

撮
影
や
投
稿
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
「
シ
ョ
ー
ト

動
画
」
ぜ
ひ
、
使
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

世界の一杯

４
年
前
に
訪
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
旧
慈

善
病
院
オ
ス
ピ
ス
・
ド
・
ボ
ー
ヌ
。
毎

年
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ワ
イ
ン
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
も
有
名
で

す
。
白
い
レ
ン
ガ
造
り
の
外
観
は
ま
る

現
在
は
博
物
館
と
な
っ
て
い
る
病
院

の
建
物
内
に
入
る
と
、
厳
か
で
神
聖
な

空
気
感
に
包
ま
れ
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

キ
リ
ス
ト
の
絵
画
。
十
字
架
と
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
。何
よ
り
驚
き
だ
っ
た
の
は
、

高
級
感
あ
ふ
れ
る
ベ
ッ
ド
。
左
右
一
列

に
並
ぶ
無
数
の
ベ
ッ
ド
は
各
々
が
仕
切

ら
れ
、
全
て
に
赤
い
ベ
ル
ベ
ッ
ト
生
地

の
カ
ー
テ
ン
が
付
い
て
い
て
、
ま
る
で

ホ
テ
ル
の
よ
う
。
修
道
女
の
マ
ネ
キ
ン

に
よ
っ
て
看
護
の
様
子
が
再
現
さ
れ
て

現地で飲むワインは、空気感や雰
囲気も含めて格別なおいしさ。

－ 56－

・オテル・デュー
 「神の宿」 

【プロフィル】 
緑川　明日香（み
どりかわ・あすか）
41歳。市内在住。
ＳＳＩ認定酒匠・
日本酒学講師。日
本ソムリエ協会認
定ソムリエ。

ユーチューブの新機能「ショート動画」
ＳＮＳとは…ソーシャル・ネットワーキング・サービスの略。共通の趣味
や考えを持っている人同士の出会いの場であったり、友達や家族と情報交
換したり、気軽に交流を楽しむことができるサービスです。

い
ま
す
。
修
道
女
た
ち
は
薬
剤
も
自
ら

調
合
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
奥
に
進

む
と
蒸
留
器
と
薬
棚
が
。
棚
に
並
ん
だ

ボ
ト
ル
に
は
、
ア
ニ
ス
な
ど
の
薬
草
系

リ
キ
ュ
ー
ル
の
原
料
も
あ
り
、
薬
と
リ

キ
ュ
ー
ル
の
つ
な
が
り
が
深
い
こ
と
も

改
め
て
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

多
く
の
人
々
を
救
っ
た
オ
ス
ピ
ス
・

ド
・
ボ
ー
ヌ
は
、
当
時
、
オ
テ
ル
・
デ

ュ
ー
「
神
の
宿
」
と
も
呼
ば
れ
た
そ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ワ
イ
ン
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
伝
統
が
守
ら

れ
て
い
く
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

そ
し
て
、
ま
た
ボ
ー
ヌ
の
地
を
訪
れ
る

日
が
来
る
こ
と
を
信
じ
て
！

病
院
は
博
物
館
に
。
慈
善
の
伝
統
願
う

ͻ͞ͷɾ·͞Έ　株式会社ソーシャルスピーカー代表取締役。
東京でシステムエンジニアとして勤務後、2011 年にいわき市に
戻り、パソコンやインターネットのサポート業務、ホームページ
作成や Twitter、Facebook の専門家として起業。
5XJUUFS ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQ���UXJUUFS�DPN�JXBLJDJUZ
'BDFCPPL ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQT���XXX�GBDFCPPL�DPN�TPDJBMTQFBLFS
ϗʔϜϖʔδ͸ͪ͜ΒͰ͢‎IUUQ���XXX�TPDJBM�TQFBLFS�DP�KQ

໰い߹わͤ

‎

現
代
に
な
っ
て
〝
オ
レ

オ
レ
詐
欺
、
劇
場
型
詐

欺
、
投
機
話
〞
等
で
高
齢

者
や
一
般
の
善
良
者
を
騙

し
て
巨
額
の
現
金
を
か
す

め
取
る
各
種
の
詐
欺
事
件

が
横
行
し
て
お
り
ま
す

が
、
物
質
万
能
主
義
に
毒

さ
れ
た
低
級
な
人
間
が
い

か
に
増
え
て
い
る
か
の
現

わ
れ
で
も
あ
り
ま
す
。
現

代
の
教
育
に
問
題
が
あ
る

こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

で
す
が
、
労
働
す
る
こ
と

を
忘
れ
い
か
に
楽
を
し
て

お
金
を
儲
け
る
か
を
考
え

る
人
間
を
育
て
た
社
会
の

仕
組
み
に
も
問
題
が
あ
り

ま
す
。

  

大
宇
宙
の
神
様
は
な
ぜ

こ
の
地
球
に
人
間
を
創
造

な
さ
れ
た
か
分
か
ら
な
い

者
が
多
す
ぎ
ま
す
。
そ
れ

は
何
回
も
申
し
上
げ
ま
す

よ
う
に
、
霊
人
を
地
上
に

送
り
人
間
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
通
し
て
魂
を

磨
き
、
霊
的
真
理
に
も
と

る
と
こ
ろ
の
霊
格
を
高
め

て
進
歩
向
上
を
図
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
目
的
の
た
め

な
の
で
す
。
巨
額
の
現
金

を
騙
し
取
っ
て
人
間
界
で

ぜ
い
た
く
三
昧
の
生
活
を

送
っ
て
も
、
永
遠
の
霊
魂

と
比
較
す
る
と
ほ
ん
の
一

瞬
の
こ
と
で
す
。
将
来
、

70
〜
80
年
く
ら
い
の
人
間

生
活
を
終
え
霊
界
に
移
行

し
た
場
合
、
霊
的
心
よ
り

物
的
心
が
旺
盛
な
た
め
霊

格
が
最
低
で
１
界
（
地

獄
界
）
に
属
し
ま
す
。
詐

欺
を
す
る
人
間
は
現
金
に

対
す
る
執
着
が
強
く
、
相

手
が
ど
う
な
ろ
う
と
自
分

さ
え
よ
け
れ
ば
よ
い
と
い

う
自
分
勝
手
で
利
己
的
な

心
の
持
ち
主
で
す
。
霊
界

は
同
じ
性
格
の
霊
人
同
志

が
生
活
し
ま
す
の
で
、
お

互
い
い
か
に
相
手
を
騙
し

て
現
金
を
か
す
め
取
ろ
う

か
に
執
着
し
て
お
り
ま
す

が
、
精
神
世
界
の
た
め
現

金
を
い
く
ら
持
っ
て
い
て

も
利
用
価
値
が
あ
り
ま
せ

ん
。
霊
性
が
低
く
物
欲
の

み
の
世
界
で
生
き
て
き
た

た
め
周
り
が
見
え
ず
、
幻

想
の
世
界
で
永
遠
に
騙
し

た
り
騙
さ
れ
た
り
し
て
心

の
休
ま
る
こ
と
が
な
い
の

で
す
。
そ
の
精
神
そ
の
も

が
地
獄
な
の
で
す
。
前
に

も
書
き
ま
し
た
が
、
地
獄

と
い
う
の
は
自
分
自
身
の

精
神
（
心
）
で
創
り
出
す

も
の
な
の
で
す
。
詐
欺
者

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
物
欲
旺
盛
な
拝
金
主

義
者
も
同
じ
で
す
。
現
世

で
い
く
ら
地
位
や
名
誉
が

あ
っ
て
も
利
己
的
で
心
貧

し
け
れ
ば
、
死
ん
で
霊
界

に
移
行
し
て
も
霊
格
は
低

い
た
め
１
界
に
属
し
、
み

じ
め
な
境
遇
で
永
遠
に
生

き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

  

大
神
霊
様
は
〝
自
分
で

ま
い
た
種
は
自
分
で
刈
り

取
る
〞
よ
う
に
人
間
を
創

ら
れ
ま
し
た
。
自
然
の
摂

理
の
中
に
繰
み
込
ま
れ
て

い
ま
す
の
で
絶
対
に
不
公

平
は
な
い
の
で
す
。
で
す

か
ら
、
現
世
の
う
ち
に
人

格
を
磨
き
自
分
本
位
で
な

く
少
し
で
も
人
の
役
に
立

つ
こ
と
を
念
頭
に
恥
ず
か

し
く
な
い
人
生
を
送
る
こ

と
を
勧
め
ま
す
。  

ഈ
ۚ
ओ
ٛ
ऀ
の
຤
࿏

øý

【プロフィル】
լ�ޭ（͕͠ɾ͍͓͞ʣࢤ
����೥ɺ͍ Θ͖ؒ޷ࢢொੜ·ΕɻεϐϦνϡΞ
Ϧεトɻ����೥ʹʰ਺ʑͷਆൿମݧͱ৺ྶͱ
ͷग़ձ͍（ɦจܳ ɾࣾ���ԁ�੫ʣΛग़൛ɺد࠷Γ
ͷॻ店ɺΠϯλʔωοト௨ൢ౳Ͱൢച͍ͯ͠Δɻ

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

心
霊「数

々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

「
数
々
の
神
秘
体
験
と
心
霊
と
の
出
会
い
」

（
ス
ピ
リ
チ
ュア
リ
ズ
ム
）

の
世
界

で
要
塞
。
そ
こ
に
真
っ
赤
な
扉
。
そ
の

扉
を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
中
庭
が
広
が
り
、

オ
ス
ピ
ス
・
ド
・
ボ
ー
ヌ
の
代
名
詞
と

も
い
え
る
幾
何
学
（
き
か
が
く
）
模
様

の
屋
根
瓦
を
し
た
建
物
が
並
び
ま
す
。
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ホ
ロ
ス
―
Ｋ
（
元
保
健
体
育
教
員
・
64
歳
・
常
磐
）

☆
面
白
い
母
親
や
家
族
の
ち
ょ
っ
と
い
い
話
を

通
し
て
〝
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
（
心
の
能
力
）〞
を

描
く
ホ
ロ
ス
―
Ｋ
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
を
連
載
し

ま
す
。

下
の
信
号
で
、（「
あ
れ
！
見
て
み
⁉
」）
前
の
車

の
ナ
ン
バ
ー
を
家
内
が
あ
ご
で
さ
し
た
。（「
最
近

『
山
形
』
と
縁
が
あ
る
ね
⁉
」）（
え
っ
⁈
他
に
も
何

か
あ
っ
た
っ
け
？
）
と
思
い
な
が
ら
も
私
は
う
な
ず

い
た
。
▼
夜
、
息
子
の
弁
当
箱
を
洗
っ
て
い
て
…

（
そ
う
か
！
）
こ
の
前
見
た
ジ
ブ
リ
の
〈
お
も
ひ
で

ぽ
ろ
ぽ
ろ
〉
も
舞
台
は
山
形
だ
っ
た
し
、
隣
り
の
空

き
地
に
バ
ー
ク
（
法

の
り
め
ん面
に
草
を
養
よ
う
じ
ょ
う生
す
る
た
め
の

土
）
を
搬

は
ん
に
ゅ
う入
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
も
山
形

上
か
み
の
や
ま山

だ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
▼
ホ
ン
ト
！
山

形
と
は
縁
が
あ
る
。
最
近
応
援
し
始
め
た
（
学
び
始

め
た
）
地
元
の
産

さ
ん
ぱ
い廃

会
社
…
社
名
の
由ゆ
ら
い来

は
、
て
っ

き
り
湯
ノ
岳
の
古こ

め
い名

〈
三
箱
（
み
は
こ
・
さ
は
こ
）
〉

か
ら
と
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
た
ら
、
今
日
届
い
た

質
問
状
の
回
答
に
、（「
親
会
社
の
出
身
出で

は
さ
ん
ざ
ん

羽
三
山
と

聞
い
て
お
り
ま
す
」）
と
あ
っ
た
。
出
羽
三
山
と
は

山
形
県
に
あ
る
月

が
っ
さ
ん山
・
湯ゆ
ど
の
さ
ん

殿
山
・
羽は
ぐ
ろ
さ
ん

黒
山
の
三
山
を

言
う
。
三
山
と
も
山
岳
信
仰
の
対
象
で
山

や
ま
ぶ
し伏

の
修
し
ゅ
げ
ん験

道
場
だ
。
湯
ノ
岳
も
「
お
山や

ま
か縣
け
」
な
る
修
業
登
山

を
年
一
回
や
っ
て
い
る
か
ら
案
外
関
係
あ
る
の
か
も

知
れ
な
い
。
▼〈
お
も
ひ
で
〉〈
運
転
手
〉〈
産
廃
会
社
〉

の
理り

ね
ん念

は
「
地
域
に
迷
惑
を
か
け
な
い
！
」「
環
境

に
配
慮
す
る
！
」
で
一
致
す
る
。〈
お
も
ひ
で
〉
は

有
機
農
法
に
取
り
組
む
農
家
の
話
だ
し
、〈
運
転
手
〉

は
ト
ラ
ッ
ク
を
安
全
な
場
所
に
停
め
た
り
、
隣
家
を

慮
お
も
ん
ば
か

っ
て
始
業
時
間
を
調
整
し
て
い
る
。〈
産
廃
会
社
〉

に
し
て
は
、
し
っ
か
り
梱こ

ん
ぽ
う包

！
即
日
埋
め
る
！
跡
地

に
木
を
植
え
る
な
ど
し
て
里
山
の
保
全
に
努
め
て
い

る
。
▼
道
徳
心
を
使
っ
て
は
た
ら
く
こ
と
は
日
本
人

な
ら
当
り
前
だ
！
そ
れ
な
く
し
て
企
業
や
社
会
の
持

続
発
展
は
な
い
！
凡
事
徹
底
！
当
た
り
前
の
こ
と
を

誰
に
も
負
け
な
い
意
識
で
や
っ
て
い
こ
う
！

凡ぼ
ん
じ
て
っ
て
い

事
徹
底

こ
の
だ
だ
っ
ぴ
ろ
い

　
　
　
い
わ
き
の
片
隅
で

〜
い
わ
き
の
女
性（
ひ
と
）
〜
-28-

˕　　　　　　˕
฻Β͠
　ͷ஌ܙ

家
を
出
て
か
ら
忘
れ
物

に
気
付
き
、
取
り
に
戻
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

一
人
暮
ら
し
で
は
、
電
話

を
し
て
家
族
に
届
け
て
も

ら
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

気
付
い
た
場
所
に
よ
っ
て

は
時
間
の
ロ
ス
も
大
き
く

な
る
で
し
ょ
う
。
絶
対
に

忘
れ
物
を
し
な
い
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
減
ら
す

工
夫
は
あ
り
ま
す
。

忘
れ
物
に
気
付
く
最
後

の
と
り
で
が
玄
関
の
ド

ア
。
こ
の
場
所
に
注
意
喚

起
の
貼
り
紙
を
す
る
の
も

一
つ
の
方
法
で
す
が
、
常

に
貼
り
紙
が
あ
る
の
は
少

し
見
映
え
が
悪
い
で
し
ょ

う
。
そ
の
日
に
絶
対
忘
れ

て
は
い
け
な
い
も
の
を
メ

モ
し
て
貼
っ
て
お
く
の
が

効
果
的
で
す
。

例
え
ば
、
ホ
テ
ル
で
は

「
起
こ
さ
な
い
で
」
と
「
掃

除
し
て
く
だ
さ
い
」
が
表

裏
に
書
か
れ
て
い
る
札
を

ド
ア
ノ
ブ
に
掛
け
ま
す
。

同
じ
よ
う
に
表
と
裏
で
色

の
違
う
札
を
作
り
、
玄
関

ド
ア
の
内
側
の
ノ
ブ
に
掛

け
て
、
出
が
け
に
「
忘
れ

物
な
し
」
と
確
認
し
た
ら

裏
返
す
よ
う
に
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

一
人
暮
ら
し

の
忘
れ
物

ク
レ
ソ
ン
を
添
え
た
一
品
。

塩
こ
う
じ
の
香
り
と
ク
レ

ソ
ン
の
苦
味
の
相
性
が
抜

群
だ
。

２
人
分
の
材
料
は
、
鶏

胸
肉
１
枚
、塩
こ
う
じ（
市

販
品
）
肉
の
10
分
の
１
の

重
さ
、
蜂
蜜
大
さ
じ
１
、

ジ
ャ
ガ
芋
２
個
、
シ
イ
タ

ケ
（
小
）
６
個
、
ニ
ン
ニ

ク
１
片
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー

塩
こ

う
じ
で

マ
リ
ネ

し
た
鶏

胸
肉
と

ジ
ャ
ガ

芋
、
シ

イ
タ
ケ

の
ロ
ー

ス
ト
に
、

塩こうじ鶏のロースト、クレソン添え

１
本
、
ピ
ュ
ア
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
30
㏄
、
エ
ク
ス
ト

ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
イ
ル
少
々
、

塩
少
々
、
ク
レ
ソ
ン
10
本
、

黒
こ
し
ょ
う
微
量
。

①
鶏
胸
肉
を
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
、
塩
こ
う
じ
と

蜂
蜜
、
ス
ラ
イ
ス
し
た
ニ

ン
ニ
ク
を
加
え
て
冷
蔵
庫

で
一
晩
漬
け
込
む
。

②
①
の
ニ
ン
ニ
ク
ス
ラ

イ
ス
を
除
き
、
大
き
め
の

ぶ
つ
切
り
に
す
る
。
ジ
ャ

ガ
芋
は
よ
く
洗
い
、
手
で

塩
を
ま
ぶ
し
て
擦
り
込
み
、

ラ
ッ
プ
し
て
電
子
レ
ン
ジ

７
０
０
㍗
で
２
分
ほ
ど
加

熱
し
て
皮
ご
と
鶏
肉
と
同

じ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
乱

切
り
に
す
る
。

③
②
に
フ
ラ
イ
パ
ン
に
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Let's Cook
レシピ紹介

②
と
ピ
ュ
ア
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
を
入
れ
、
ロ
ー
ズ
マ

リ
ー
を
加
え
て
中
火
で
周

り
だ
け
を
焼
く
。
最
後
に

シ
イ
タ
ケ
を
加
え
て
軽
く

合
わ
せ
る
（
鶏
肉
は
焦
げ

や
す
い
の
で
注
意
）。
ト

レ
ー
に
移
し
て
２
０
０
度

の
オ
ー
ブ
ン
で
６
分
間
、

加
熱
す
る
。

④
③
を
皿
に
盛
り
、
ク

レ
ソ
ン
を
添
え
て
焼
い
た

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
を
飾
る
。

エ
ク
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン
オ

イ
ル
を
少
量
ふ
り
、
黒
こ

し
ょ
う
を
ミ
ル
で
切
る
。

ク
レ
ソ
ン
は
好
み
で
フ
レ

ン
チ
系
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を

か
け
る
。

・イベントや講座等に参加し気分を変える。　　　　 （女性・56歳・平）
・街でも山でもウオーキングとテレビと酒。　　　 （女性・61歳・中岡）
・友人とおしゃべりする。 　　　　　　　　　　　（男性・77歳・金山）
・散歩で景色を眺め、汗をかくこと。　　　　　　 　（男性・69歳・泉）
・バラエティー番組を観て笑う。 　　　　　　　　（女性・52歳・常磐）
・広告を参考に友人とお茶。　　　　　　　　　　 （女性・78歳・好間）
・運動と畑で野菜作り。　　　　　　　　　　　　　 （男性・68歳・泉）
・パソコンで楽しんでゲームをすること。　　　 （男性・79歳・小名浜）
・多肉植物の手入れ。友達に誘われて、毎日楽しいです。 （女性・67歳・南相馬市）
・イベントや講座等に参加し気分を変える。　　　　 （女性・56歳・平）
・ゴルフの打ち放し。　 （男性・72歳・小名浜）
・山登り、買い物etc。　　   （男性・56歳・平）
・クイズに挑戦。　　　　  （女性・75歳・四倉）

ʲςʔϚ ɾr͋ͳͨͷετレεղফ๏͸ʁ
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個処からセレクション ご予約はお早めに！

年末年始パーティー♪特集年末年末年末年末年末年末年末年末年始年始年始年始年始年始年始年始パーティパーティパーティパーティパーティパーティパーティパーティパーティパーティパーティパーティーー♪♪♪特特特
ҙࣝͯ͠Έ·ͤΜ ʁ͔ɹ৯඼ϩεݮ࡟΁ͷऔΓ૊Έ
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自慢の料理で「おもてなし」。「忘年会お持ち帰り弁当」も好評。

いわき駅

　
江
戸
末
期
創
業
の
老
舗

割
烹
料
亭
の
同
館
で
は
、

吟
味
さ
れ
た
い
わ
き
の
山

海
で
採
れ
た
新
鮮
な
食
材

を
使
い
、
季
節
を
感
じ
る

旬
の
味
わ
い
で
「
お
も
て

な
し
」
し
て
い
る
。

　
完
全
個
室
で
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確

保
、
イ
ス
・
テ
ー
ブ
ル
の

消
毒
の
徹
底
、
さ
ら
に
要

望
に
よ
り
テ
ー
ブ
ル
上
に

透
明
な
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
す
る
な
ど
、
コ
ロ

ナ
対
策
も
万
全
だ
。
忘
年

会
の
代
わ
り
に
ち
ょ
っ
と

豪
華
な
仕
出
し
弁
当
を
届

け
る
「
忘
年
会
お
持
ち
帰

り
弁
当
」

も
好
評

だ
。
税

込
３
千

円
か
ら

３
種
類

が
あ
る
。

いわき市平字大町43
TEL0246-25-2733別館

は なつ き か ご

割烹料亭

いわき市平字大町33
TEL0246-23-3104 

ラ
ト
ブ

駅
前
大
通
り

十五町目交差点

郵便局
消防署

大東
銀行

���

創業36周年の名店。宴会コースに飲み放題も好評。
　
創
業
��
周
年
を
迎
え
た

同
店
は
、
創
業
以
来
食
の

安
心
・
安
全
を
第
一
に
、

職
人
の
心
と
技
に
よ
る

「
ほ
ん
も
の
の
味
」を
追
求

し
続
け
、
豊
洲
を
は
じ
め

全
国
各
地
か
ら
仕
入
れ
た

新
鮮
な
魚
介
類
を
使
っ
た

お
寿
司
と
季
節
料
理
を

「
田
村
」の
味
と
し
て
提
供

し
て
い
る
。

　
忘
新
年
会
宴
会
プ
ラ
ン

は
、
４
４
０
０
円
〜
６
６

０
０
円
の
４
コ
ー
ス
を
用

意
し
て
い
る
。
４
９
５
０

円
以
上
の
コ
ー
ス
は
１
人

１
６
５
０
円
プ
ラ
ス
で
２

時
間
飲
み
放
題
に
も
で
き

る
。
価

格
は
税

込
み
。

少
人
数

か
ら
受

け
付
け

て
い
る
。

͢͠ాଜͷ๨৽೥ձ

Ӧؒ࣌ۀ
ன 11:30ʙ14:00
໷ 17:00ʙ21:00

いわき市平字掻槌小路14-16
TEL（0246）
 21-1345

いわき駅
駅
前
大
通
り

ラトブ
レ
ン
ガ
通
り

清
水
医
院

���

4,400円（税込）
4,950円（税込）
5,500円（税込）
6,600円（税込）

プラス

も好評。
　
創
業
��
周
年
を
迎
え
た

同
店
は
、
創
業
以
来
食
の

安
心
・
安
全
を
第
一
に
、

職
人
の
心
と
技
に
よ

プラスプラスプラスプラス
1,650円（税込）

も好評。
　
創

同
店
は
、
創
業
以
来
食
の

安
心
・
安
全
を
第
一
に
、

職
人
の
心
と
技
に
よ

1,6501,6501,6501,6501,6501,6501,6501,6501,6501,650円（税込）円（税込）円（税込）円（税込）円（税込）円（税込）

2時間！飲み
放題

老舗のバーで　至福のひとときを
　
創
業
��
年
、
積
み
重
ね

た
歴
史
と
確
か
な
味
。
豊

富
に
取
り
そ
ろ
え
た
ワ
イ

ン
や
モ
ル
ト
ウ
ィ
ス
キ
ー
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
シ
ピ
の
カ

ク
テ
ル
と
、
お
酒
に
合
わ

せ
た
料
理
が
楽
し
め
る
。

　
お
ひ
と
り
様
、
少
人
数

で
の
ご
利
用
を
は
じ
め
、

記
念
日
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
に
合
わ
せ
た
お
ま
か
せ

コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
（
１
人

５
千
円
〜
）
の
予
約
も
受

け
付
け
て
い
る
。
予
算
・

コ
ー
ス
内
容
に
つ
い
て
は

お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

　
老
舗
バ
ー
な
ら
で
は
の

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、

ご
家
族

や
ご
友

人
た
ち

と
至
福

の
ひ
と

と
き
を

ʜ

。

いわき駅
駅
前
大
通
り

銀
座
通
り

レ
ン
ガ
通
り
常陽銀行

ラ
ト
ブ

清水
医院

老舗のバーで　至福のひとときを
　
お
ひ
と
り
様
、
少
人
数

で
の
ご
利
用
を
は
じ
め
、

記
念
日
や
パ
ー
テ
ィ
ー
な

ど
に
合
わ
せ
た
お
ま
か
せ

コ
ー
ス
メ
ニ
ュ
ー
（
１
人

５
千
円
〜
）
の
予
約
も
受

け
付
け
て
い
る
。

コ
ー
ス
内
容
に
つ
い
て
は

お
気
軽
に
ご
相
談
を
。

　
老
舗
バ
ー

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
で
、

ご
家
族

や
ご
友

人
た
ち

と
至
福

の
ひ
と

と
き
を

ʜ

。

クリスマスコース料理＋
　　ペアリングワイン（シャンパン、白・赤ワイン各一杯ずつ）
１人１万円（税別）　※要予約
貸切パーティーetc...4～60名様予約承ります。

Christmas dinner

老舗のバーで　至福のひとときを

（シャンパン、白・赤ワイン各一杯ずつ）

Christmas dinner開催

いわき市平字田町29 3F
☎0246-�������
営業 18:00～25:00
　     日曜・祝日定休
年末年始は、12月26、
31日、1月1日店休
１月２日㈰より通常営業

ガスライト

（シャンパン、白・赤ワイン各一杯ずつ）
１人１万円（税別）　※要予約
貸切パーティーetc...4～60名様予約承ります。

Christmas dinner
（シャンパン、白・赤ワイン各一杯ずつ）（シャンパン、白・赤ワイン各一杯ずつ）

１人１万円（税別）　※要予約
貸切パーティーetc...4～60名様予約承ります。貸切パーティーetc...4～60名様予約承ります。

Christmas dinnerChristmas dinner開催開催Christmas dinner開催Christmas dinnerChristmas dinner開催Christmas dinnerChristmas dinnerChristmas dinnerクリスマスディナー

老舗のバーで　至福のひとときを

クリスマスコース料理＋
　　ペアリングワイン（シャンパン、白・赤ワイン各一杯ずつ）
１人１万円（税別）　※要予約
貸切パーティーetc...4～60名様予約承ります。

Christmas dinnerChristmas dinnerクリスマスディナーChristmas dinner12月24、25日

料理自慢の宿!リーズナブルな宴会料理付き宿泊プランも好評！
　
創
業
１
０
０
年
余
の
老

舗
旅
館
「
昌
龍
館
」
は
、

料
理
自
慢
の
宿
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
る
。

　
宴
会
も
好
評
で
、
手
頃

な
料
金
で
海
の
幸
と
季
節

の
料
理
を
味
わ
え
る
。
宴

会
料
理
は
１
人
５
千
円

（
税
別
・
飲
み
物
別
）
か

ら
。
料
理
内
容
や
予
算
の

相
談
に
も
応
じ
る
。
呑
ん

だ
後
に
そ
の
ま
ま
泊
ま
れ

る
宴
会
料
理
付
き
宿
泊
プ

ラ
ン
も
好
評
だ
。
自
慢
の

宴
会
料
理
に
宿
泊
と
朝
食

が
付
い
て
１
人
１
万
円

（
税
別
・
飲
み
物
別
）か
ら
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
の
確

保
や
消

毒
、
換

気
な
ど

コ
ロ
ナ

対
策
も

万
全
。

平中央
自校

マルト

国道６号

小島バイパス
中央署

尼
子
橋 新川

やすらぎとق࢛のࢻ

TEL（0246）
26-3684

しょう    りゅう    かん

いわき市内郷小島町
天ノ田49

旧
尼
子
橋
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デイサービスセンター
ショートステイ
居宅介護支援事業所
むつみ保育所

ಛผཆޢ࿝ਓϗʔϜ
͍Θ͖͞૳

ࣾձ෱ࢱ๏ਓ    ͍Θ͖ްੜձ
やさしい心　あたたかい手　あふれる笑顔

いわき市常磐上湯長谷町上ノ台88-1  TEL（0246）44-5660FAX（0246）44-1307

医療法人社団 秀 友 会
ઃೖॴ��������˔௨ॴϦϋϏϦςʔγϣンࢪ˔
˔γϣʔトεςΠ�˔๚໰ϦϋϏϦςʔγϣン

౳ͷαʔϏεΛঝっておΓます
看・介護職員
募集中

介護老人保健施設

☎0246-43-6116 FAX43-6118
〒972-8326 いわき市常磐藤原町大畑13-1 サンライフゆもと 検索

コンタクト相談室（永井眼科医院隣)
ொ2-7 TEL.0246-22-3691ࢠ਍Λ͓๨Εͳ͘  いわき市ฏ字ಐݕՊઐ໳ҩͷ؟

໦ɾ೔༵ɾॕ೔͸ఆٳ೔Ͱ͢ɻɹɾ෼ׂ෷い0,

★２Ｗオアシス　かわきにつよいUVカット
★バイオトゥルーワンデイ  夕方までうるおいキープ
★エアオプティクスＥＸ  うるおいキープ１か月タイプ
★アイコフレ  ４色そろったサークルレンズ
★メニコンプレミオ　高酸素透過性レンズ

44-5367（マルト浅貝店そば)

おしゃれ
な洋服た

ちと

　やさし
いうつわ

が

　　待っ
てます。

「まごころ教習」であなたの入校お待ちしています！
いわき市小名浜字富岡向147

Tel.0246-54-5210 Fax.0246-92-4183
http://www.onahama-drivers.co.jp/小名浜自動車学校

個処͔Βみなさん、　　　  に、載ってみませんか？
　編集室では、読者のみなさまから川柳や写真、エッセーなどを募り、ともに紙面を作っていければと考えております。みなさまの趣味や思いなどが紙面に載ることで、
他の読者のみなさまが共感したり何かを始めるきっかけになったり…そんな『個処から』を目指していきたいと考えております。

1．川柳…今回のお題は、「盗む」「星」。
2．『私の宝物』シリーズ …子どもの頃から
　　大事にしている物、ペットや孫、子どもた
　　ち、奥さん、旦那さん、庭、作品など、み
　　なさんの宝物を、その画像と説明文（100
　　字程度）を添えて、ぜひご紹介ください。

3．エッセー…日頃、何気なく感じたことや、
　　ぜひ伝えたいことなど。

・掲載の可否は当編集室にて判断します。
・頂いた情報は当フリーペーパー『個処から』で
　のみ使用します。
・ペンネームを希望する人は、ペンネームも添
　えてください。
・場合によっては、当編集室より取材のご連絡
　をさせていただくこともあります。
☆寄稿は、郵送かメール、持参で受け付けてお
　ります。ぜひ、お寄せください。

お問い合わせは、
　　　　個処から編集室まで。

☎0246（23）1666
E-MAIL adv@iwaki-minpo.co.jp

　いわき市平字小太郎町２-７
　　　　　　　　　 （いわきビル１階）
　　いわき民報社「個処から」編集室

こ 　　  ここ 　　  こ

絵手紙
　スケッチ私 円空仏

柿か
き
の
も
と
の
ひ
と
ま
ろ
ざ
ぞ
う

本
人
麿
坐
像

い
が
っ
た
ぁ
逢
え
た
逢
え
た
よ

平子正子さん（小名浜在住）
絵手紙ティーワン

　― ４ ―

と

墨と水の世界墨と水の世界
いわき真墨会　会長　園部榮一（植田町在住）

 同じ手本でも、描いている人によって異なるのは、その

人の体験が絵に現われるからだと思う。人生経験によって

強調する部分が異なるからかもしれない。例えば山を描く

とき、山頂を丸く描く方尖
にとが

って描く方、なだらかに描く

方それぞれである。

　絵はそれだからおもしろい。初心者は別にしても、手本

の通りに描かなくてもいいと言うのは、自分の思いを絵に

込めよということなのである。とは言っても、私自身それ

が出来ているかは怪しい。上手な絵、きれいな絵は描けな

い分、誰が見ても「ホッ」とする絵が描ければいいなと思っ

ているのだが…。 

休
漁

佰
七

絵
に
は
物
語
が
あ
る
？
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日本の神仏占い 　ਆ༷෹༷͸わͨͨͪ͠ਓ͕ؒࠢΛຏいͯい͚ΔΑ͏ɺຖ೔ݟकͬͯͩͬͯ͘͞
い·͢ɻͦͯ࣌͠ʹɺਓʑʹϝοηʔδΛ఻͑ͯき·͢ɻੜ·Ε݄͝ͱʹɺͦͷ
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占い師・ミエル 070（6629）8830
http://www.mielstar.jp/

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
天
の
霹
靂
に
よ
り
大
き
な
気

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　づ
き
が
あ
り
そ
う
。
そ
れ
を
経

験
す
る
前
と
経
験
し
た
後
の
世
界
は
全
く
違
っ
て
見
え
る
は
ず
。
こ

の
気
持
ち
を
忘
れ
ま
い
と
心
に
刻
ん
で
お
く
と
人
生
が
花
開
い
て
い

く
で
し
ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
両
腕
を
上
げ
て
深
呼
吸

１
月
生
【

　
　
　
　】

雷

　
　
　
　
　神

（
い
か
づ
ち
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ど
ん
な
時
で
も
、
何
が
あ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　も
動
じ
ず
寛
大
な
心
を
忘
れ
ず

に
。
多
少
の
こ
と
は
慌
て
な
く
て
も
無
事
に
解
決
で
き
る
も
の
。
普

段
か
ら
ぶ
れ
な
い
訓
練
を
し
て
い
れ
ば
精
神
的
に
成
熟
し
ま
す
。

◇
開
運
の
鍵
：
自
然
を
じ
っ
く
り
感
じ
な
が
ら
歩
く

２
月
生
【

　
　
　
　】

弥

勒

菩

薩

（
み
ろ
く
ぼ
さ
つ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ど
ん
な
小
さ
な
蕾
で
も
大
切
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　育
て
れ
ば
素
敵
な
花
が
咲
き
ま

す
。
あ
な
た
と
い
う
蕾
は
ど
ん
な
花
を
咲
か
せ
る
の
で
し
ょ
う
？
あ

な
た
ら
し
い
個
性
を
大
切
に
し
て
い
く
と
、
素
敵
な
花
が
咲
く
で
し

ょ
う
。◇
開
運
の
鍵
：
人
と
比
べ
な
い
こ
と

３
月
生
【

　
　
　
　】

木
花
咲
耶
姫

（
こ
の
は
な
さ
く
や
ひ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　花
は
散
っ
て
も
そ
れ
で
終
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
に
豊
か

な
実
り
と
な
る
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
潮
時
と
感
じ
た
ら
、

散
り
際
の
美
学
を
も
っ
て
ス
ッ
と
身
を
引
く
の
も
素
敵
な
も
の
で
す
。

◇
開
運
の
鍵
：
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
で
乾
杯

４
月
生
【

　
　
　
　】

木
花
知
流
姫

（
こ
の
は
な
ち
る
ひ
め
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　あ
な
た
の
内
に
は
こ
れ
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　経
験
か
ら
培
わ
れ
た
豊
か
な
実

り
が
あ
る
の
で
す
。
そ
の
実
り
に
も
っ
と
目
を
向
け
、
大
切
に
し
て
、

自
信
に
つ
な
げ
て
。
そ
う
す
る
と
生
き
る
喜
び
が
蘇
り
ま
す
。

◇
開
運
の
鍵
：
古
い
街
並
み
を
歩
い
て
巡
る
旅
を
す
る

５
月
生
【

　
　
　
　】

文

殊

菩

薩

（
も
ん
じ
ゅ
ぼ
さ
つ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
の
世
で
は
、
た
く
さ
ん
の
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　の
が
螺
旋
の
円
を
描
く
か
の
よ

う
に
巡
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
何
事
も
丸
く
お
さ
ま
る
よ
う
に
進

め
る
こ
と
で
永
遠
の
繁
栄
が
あ
る
の
で
す
。
角
を
立
て
る
の
は…

。

◇
開
運
の
鍵
：
一
輪
の
花
を
玄
関
に
飾
る

６
月
生
【

　
　
　
　】

玉

　
　祖

　
　命

（
た
ま
の
お
や
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　豊
か
さ
を
感
じ
る
に
は
じ
っ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　り
と
五
感
の
感
覚
を
味
わ
う
こ

と
。
豊
か
さ
と
は
所
有
物
の
数
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
あ
く

せ
く
し
た
中
で
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
時
間
を
と

っ
て
。◇
開
運
の
鍵
：
海
岸
か
ら
日
の
出
を
見
る

７
月
生
【

　
　
　
　】

大

国

主

命

（
お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　悪
い
習
慣
を
、
ま
ず
は
ひ
と
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　だ
け
断
ち
切
り
ま
し
ょ
う
。
す

る
と
、
悪
循
環
の
流
れ
が
断
ち
切
れ
る
で
し
ょ
う
。
た
っ
た
一
点
で

い
い
の
で
す
。
覚
悟
を
決
め
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

◇
幸
運
の
鍵
：
大
き
な
樹
の
幹
に
触
れ
パ
ワ
ー
を
も
ら
う

８
月
生
【

　
　
　
　】

速
開
都
姫
命

（
は
や
あ
き
つ
ひ
め
の
み
こ
と
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　前
に
進
ん
で
い
な
い
よ
う
に
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　じ
て
も
、
あ
な
た
の
内
面
は
そ

の
状
況
か
ら
も
学
ん
で
い
ま
す
。
何
も
で
き
な
い
無
力
感
に
襲
わ
れ

て
も
、
そ
の
感
覚
も
学
び
で
す
。
人
生
は
全
て
が
大
切
な
学
び
な
の

で
す
。◇
幸
運
の
鍵
：
泣
け
る
映
画
を
見
る

９
月
生
【

　
　
　
　】

文

殊

菩

薩

（
も
ん
じ
ゅ
ぼ
さ
つ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　か
た
く
閉
ざ
し
た
心
の
扉
を
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　き
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
心
に

光
が
差
す
の
で
す
。
心
が
傷
つ
く
の
が
怖
く
て
も
、
傷
つ
か
な
い
考

え
方
を
学
び
ま
し
ょ
う
。
す
る
と
、
人
生
が
輝
き
に
満
ち
て
い
き
ま

す
。◇
幸
運
の
鍵
：
カ
ー
テ
ン
の
色
を
変
え
る

10
月
生【

　
　
　
　】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
情
熱
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　炎
が
燻
っ
て
い
た
ら
、
も
う
一

度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
過
去
の
失
敗
は
未
来
の
成
功
へ

の
階
段
で
す
。
ま
ず
は
、
小
さ
な
炎
を
見
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

◇
幸
運
の
鍵
：
や
り
た
い
事
を
書
き
出
し
て
み
る

11
月
生【

　
　
　
　】

迦

具

土

神

（
か
ぐ
つ
ち
の
か
み
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　自
分
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　す
る
と
、
人
か
ら
も
大
切
に
さ

れ
る
の
で
す
。
ま
た
、
あ
な
た
を
言
う
な
り
に
し
よ
う
と
す
る
人
か

ら
は
離
れ
て
。
あ
な
た
が
笑
っ
て
い
ら
れ
る
人
と
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◇
幸
運
の
鍵
：
小
さ
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
つ
け
る

12
月
生【

　
　
　
　】

吉

　
　祥

　
　天

（
き
っ
し
ょ
う
て
ん
）

2�21೥ɹ12݄

天
手
力
男
命

（
あ
め
の
た
ぢ
か
ら
お
の
み
こ
と
）
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ͭ Δ͘৘ใࢴ

こ 　　  ここ 　　  こ

個処͔Β

４
「
〜
八
分
目
」
は
健

康
に
良
い
食
事
の
量
と
い

わ
れ
ま
す
。

５

船
の
定
期
点
検
の
よ

う
に
体
の
健
康
検
査
を
す

る
こ
と
。

７

ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が

高
い
ロ
シ
ア
の
代
表
的
な

●
タ
テ
の
カ
ギ

１

い
つ
ま
で
も
治
ら
な

い
疾
患
の
総
称
で
す
。

２

子
ど
も
を
養
い
世
話

を
す
る
こ
と
。
〜
休
暇
。

３

心
臓
が
規
則
的
に
収

縮
、
拡
大
す
る
こ
と
や
そ

の
音
。

蒸
留
酒
。

８

夜
遅
く
ま
で

起
き
て
い
る
こ
と

で
す
。

９

こ
れ
を
使
っ

て
髪
形
を
整
え
た

り
寝
ぐ
せ
を
直
し

た
り
。

13

論
説
〜
、
教

育
〜
会
、学
級
〜
。

14
「
〜
の
心
は

母
心
」
は
浪
越
徳

治
郎
の
言
葉
。

16

種
の
核
を

「
天
神
様
」
と
呼

ぶ
果
実
は
？

17

タ
バ
コ
の
煙

に
含
ま
れ
る
タ
ー

ル
の
別
称
で
す
。

●
ヨ
コ
の
カ
ギ

１

耳
、
鼻
、
喉
の
病
気

は
〜
科
で
診
察
し
ま
す
。

５

ギ
ョ
ウ
ザ
に
入
れ
た

り
レ
バ
ー
と
炒
め
た
り
し

ま
す
ね
。

６

貝
原
益
軒
が
記
し
た

健
康
に
関
す
る
指
南
書
で

す
。

10

〜
の
目
が
足
の
裏
に

で
き
る
と
痛
い
で
す
ね
。

11 
 

〜

臭
、

〜

物
、
甲
状

腺
〜
ホ
ル

モ
ン
。

12

〜
板

ヘ
ル
ニ
ア

は
痛
み
や

し
び
れ
な

ど
が
出
る

病
気
。

14

一
般

的

に

は

「
歯
医
者

さ
ん
」
と

呼
ば
れ
ま

マ
ス
目
を
文
字
で
埋
め

て
、
ク
ロ
ス
を
完
成
さ
せ

た
ら
Ａ
〜
Ｆ
を
つ
な
げ
て

答
え
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。

【
ヒ
ン
ト
・
骨
の
健
康
維

持
や
免
疫
力
ア
ッ
プ
に
効

果
的
と
か
】

〈
前
回
の
答
え
〉

今
月
の
ク
イ
ズ
は
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
で
す
。

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

  

そ
し
て
、
正
解
者
の
中

か
ら
３
人
に
、
い
わ
き
民

報
社
提
供
の
『
す
て
き

な
奥
さ
ん

２
０
２
２

年
新
春
１
月
号
』（
税
込

み
１
７
６
０
円
）
を
１

冊
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

２
０
２
２
年
の
家
計
簿

や
リ
ラ
ッ
ク
マ
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
手
帳
、
買
い
物

バ
ッ
グ
、
す
み
っ
コ
ぐ
ら

し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
超
簡

単
料
理
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
が
付
録

と
し
て
つ
い
て
い
ま
す
。

11
月
号
の

　
　
当
選
者

渡
辺
容
子
さ
ん（
相
馬
市
）

内
田
友
子
さ
ん
（
泉
）
鈴

木
征
晴
さ
ん
（
小
名
浜
）

水
野
英
夫
さ
ん
（
泉
）
大

平
君
代
さ
ん
（
好
間
）
橋

本
由
香
さ
ん
（
常
磐
）
奥

村
裕
さ
ん
（
泉
）
熊
谷
幸

さ
ん
（
金
山
）
田
子
正
子

さ
ん
（
中
岡
）
鯨
岡
葉
子

さ
ん
（
常
磐
）

  

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。賞
品
の
引
き
渡
し
は
、

い
わ
き
民
報
社
本
社
（
い

わ
き
市
平
）と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
引
換
券
と
な
り

ま
す
当
選
は
が
き
に
記
載

し
ま
す
。

 
 

希
望
者
は
は
が
き
に

①

ク

イ

ズ

の

答

え

②

２
０
２
２
年
の
目
標
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と

③
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
12
月
８
日
（
必

ʰ͖ͯ͢ͳԞ͞Μ　̎ ̌̎ ೥̎৽य़̍ ݄߸ʱ

ΫΠズˍプϨθンτ
͍Θきຽใࣾఏڙ

プレゼントはこちら

着
）
ま
で
、
編
集
室
（
下

記
参
照
）
へ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
当
選
者
に
は
当
選

は
が
き
を
郵
送
し
ま
す
。

�໊༷

す
ね
。

15

黄
色
〜
球
菌
は
食
中

毒
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

18

能
あ
る
タ
カ
は
何
を

隠
す
？

19

こ
と
わ
ざ
。
転
ば
ぬ

先
の
〜
。

20

強
い
不
安
や
ど
う

き
、
め
ま
い
な
ど
の
症
状

が
出
る
〜
障
害
。


